
高度実践看護学講座 小児看護学

受け入れ可能な研究内容について
➢ 小児看護学では、以下の課程・コースの大学院生を受け入れています。

●博士前期課程・看護学コース

●博士前期課程・看護実践学コース（小児看護専門看護師）

●博士後期課程

➢ いずれの課程、コースにおいても、多様な発達段階、疾患や治療、生活の場（病院・施設、
在宅、保育所・学校等）における小児・家族の健康課題を探究することが可能です。
院生が取り組みたい内容、関心を持っている領域を伺い、履修計画・期間を考え合わせ、
相談しながら研究を進めています。

➢ 小児看護学の教員は、それぞれ異なる研究関心領域を持っています。どの課程・コースの大学
院生に対しても、複数の教員（指導教員と他1名の教員）で指導をします。

➢ これまでの小児看護学領域の大学院生による修士論文・博士論文のテーマについて知りたい
方は、ご紹介しますのでお声掛けください。



高度実践看護学講座 小児看護学

受験に関するご相談について

➢ このスライドの後ろに、小児看護学を担当している教員4名の研究関心事のご紹介と、連絡
先が書かれていますのでご覧下さい。

➢ 受験に関するご相談は、それぞれの教員にメールでご連絡ください。
その際に、受験をお考えの課程（博士前期課程または後期課程）、コース（博士前期課
程の場合：看護学コースまたは看護実践学コース）をお知らせください。
どの教員に相談してよいか迷う場合は、准教授・佐藤奈保までご連絡ください。

※大学院説明会当日は、博士前期課程・看護実践学コース・高度実践看護学プログラム
（小児看護専門看護師）の受験をお考えの方のみ、Zoomで質問等をお受けします。



指導教員：教授 富岡 晶子（とみおか あきこ）

＜研究関心事 Research interest＞

• 小児がん及び思春期・若年成人（AYA世代：Adolescent and Young Adult）がん
患者の看護に関する研究をしています。特に、小児・思春期がん経験者の長期フォローアップ
におけるセクシュアリティや心理社会的問題に対する支援、医療者への教育プログラムの開発
等に取り組んでいます。

• 小児慢性疾患患者の成人移行期支援として、慢性疾患を持つ子どものヘルスリテラシーの
向上、就学・就労支援等に関する研究活動をしています。

個別の面談を希望される方はご連絡下さい。

（連絡先）atomioka@chiba-u.jp

※メール内容に、受験をお考えの課程・コースを必ずお書きください。



指導教員：准教授 佐藤 奈保（さとう なほ）

＜研究関心事 Research interest＞

• 地域で生活する障害児、医療的ケアを必要とする児を育てる家族を中心に、家族の力を高め、
家族としての健康な生活を継続、促進する支援に関する研究をしています。
特に、障害をもつ子どもを育てる両親間の関係、父親の育児へのかかわり、障害児を育てる家
族のSocial Capitalに関心を持っています。

• 災害と子どもに関する研究として、被災下での子育ての体験、疾患・障害をもつ子どもと家族
の災害への備えに関する研究活動をしています。

個別の面談を希望される方はご連絡下さい。

（連絡先）naho.sato@faculty.chiba-u.jp

※メール内容に、受験をお考えの課程・コースを必ずお書きください。



指導教員：助教 仲井 あや（なかい あや）

＜研究関心事 Research interest＞

• 新生児集中治療室（NICU）に入院する子どもと家族への看護をテーマに研究をしています。
そのなかでも特に、Family-Integrated Careとして、家族とともに行う新生児の生理的安
定と成長発達の支援を目指し、医療チームの連携のあり方を検討しています。

• また、国際新生児看護学会（COINN）や日本新生児看護学会（JANN）の委員会活
動を通して、エビデンスにもとづくNICU看護の創出、国際的な教育ツールの整備、普及を目
指し、NICU看護の教育についても近年の研究テーマとしています。

個別の面談を希望される方はご連絡下さい。

（連絡先）a-nakai@chiba-u.jp

※メール内容に、受験をお考えの課程・コースを必ずお書きください。



指導教員：助教 中水流 彩（なかずる あや）

＜研究関心事 Research interest＞

• 先天性心疾患をもつ子どもと家族に対する支援を主に、慢性疾患をもつ子どもが、 疾患
をもちながらも主体的な成長発達を遂げ、社会に参画していくための支援について研究をして
います。幼少期の子どもの受け止めや反応、療養能力、親の関わりを解明し、
慢性疾患と共に生きていく子ども自身の力を高め、療養生活の基盤を築くための支援の構築
を目指しています。

• 先天性心疾患をもつ子・成人期患者を支える多職種で協働し、研究活動を続けてます。

個別の面談を希望される方はご連絡下さい。

（連絡先）a-nakazuru@chiba-u.jp

※メール内容に、受験をお考えの課程・コースを必ずお書きください。
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